
貝
塚
は
、
古
代
の
人
が
貝
な
ど
を
捨
て

た
場
所
で
す
。
貝
殻
や
、
動
物
、
魚
の
骨

な
ど
の
食
料
の
残
り
か
す
だ
け
で
は
な

く
、
壊
れ
た
土
器
や
石
器
な
ど
の
道
具
類

も
あ
り
、
住
居
の
跡
な
ど
も
発
掘
さ
れ
ま

す
。
古
代
の
生
活
を
復
元
、
理
解
す
る
た

め
の
重
要
な
遺
跡
で
す
。

海
に
面
し
た
千
葉
県
は
世
界
で
も
有
数

の
貝
塚
が
分
布
す
る
地
域
で
、
下
総
台
地

は
海
産
物
に
加
え
動
植
物
な
ど
の
食
糧
も

豊
富
で
生
活
す
る
上
で
恵
ま
れ
た
環
境
で

し
た
。
そ
の
た
め
多
く
の
集
落
が
で
き
、

多
数
の
貝
塚
が
残
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
野
田
市
で
は
47
か
所
の
縄
文
時
代
の

貝
塚
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

海
面
上
昇
で
海
沿
い
に
あ
っ
た
現
在
の

野
田氷

河
期
が
終
わ
っ
た
約
２
万
年
前
か

ら
、
地
球
は
徐
々
に
温
暖
化
し
て
海
面
が

上
昇
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
海
岸
線
は

陸
地
の
奥
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

海
面
上
昇
の
ピ
ー
ク
の
縄
文
時
代
前
期

（
約
６
千
年
前
）
に
は
、
現
在
の
野
田
市

は
、
奥
東
京
湾
、
古
鬼
怒
湾
と
呼
ば
れ
る

入
江
の
海
沿
い
の
土
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
時
代
の
貝
塚
か
ら
は
、
ア
サ
リ
や

カ
キ
な
ど
の
海
水
産
の
貝
が
見
つ
か
っ
て

い
て
、
干
潟
と
な
っ
た
海
岸
沿
い
は
貝
類

の
豊
富
な
漁
場
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

海
岸
線
の
後
退
と
大
型
貝
塚
の
出
現

縄
文
時
代
後
期（
約
４
千
年
前
）に
は
、

気
温
が
下
が
り
は
じ
め
海
面
は
低
下
し
、

海
岸
線
も
後
退
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
野
田
は
海
沿
い
か
ら
川
沿

い
の
地
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
代
の
貝
塚

か
ら
は
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
な
ど
の
淡
水
と

歴
史
の
あ
る
風
景

野
田
と
貝
塚

史跡公園となっている山崎貝塚

岩槻

川口

上野

市川

松戸

流山

市役所

いちいの
ホール

古河
　  6千年前に
　  海であったと
　  推定される範囲

現在の
海岸線

現在の
江戸川

現在の
利根川

22グラフ野田


